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会　計　名 予　算　額 前年度比 採決の状況

一　般　会　計 50億 8700 万円 7.2％ 可決

　

　

特

別

会

計

国民健康保険 7億 5713 万円 5.0％ 可決

老 人 保 健 117 万円 △ 33.8％ 可決

病 院 事 業 9億 6640 万円 △ 10.2％ 可決

簡 易 水 道 1億 1975 万円 　3.2％ 可決

下 水 道 2億 1905 万円 △ 0.9％ 可決

介 護 保 険 3億 9909 万円 2.4％ 可決

後期高齢者医療 5914 万円 　3.8％ 可決

計 76億   876 万円 3.9％ 可決

執
行
方
針

執
行
方
針

「
牛
の
歩
み
は
馬
を
も
制
す
」

地
道
に
着
実
に
前
進
し
、
希
望
と

幸
福
感
に
繋
が
る
よ
う
努
力
し
ま

す
。執

行
方
針
の
全
文
は

町
広
報
誌
に
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

新
年
度
予
算

町
の
財
政
事
情

新新町
地方交付税

　48.8％

町税　
　14.2％

使用料・手数料

　　7.7％

国庫支出金　7.5％

町債　7.0％

繰入金
地方譲与税
道支出金
諸収入金　等
　14.8％

歳入予算構成割合歳入予算構成割合

2 3 年度予算成立23 年度予算成立

行政の継続性行政の継続性
緊急性を勘案した骨格予算緊急性を勘案した骨格予算

地

　

町税

23

歳入総額
50億8700万円

　

吉
田
町
長
は
、
平
成
23
年
度

の
町
政
執
行
方
針
に
お
い
て

「
町
長
の
職
責
を
担
っ
て
３
期

12
年
を
終
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
町
の
財
政
状
況
を
示
す
数

値
は
、
健
全
性
を
維
持
し
て
い

ま
す
が
、
混
迷
す
る
政
治
、
停

滞
す
る
社
会
情
勢
等
、
暗
夜
の

航
海
の
よ
う
な
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。
町
の
基
本
構
想
で
あ

る
〝
第
６
期
総
合
計
画
〞
に
あ

る
活
き
て
生
き
る
町
づ
く
り
、

多
様
化
す
る
町
民
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
、
町
民
参
加
に
よ
る
恊

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
」
と
の
べ
ま
し
た
。総額総額　　　　億億　　　　　　万円万円

一般会計

■大震災の影響による電力不足。原子力発電への不安、町の推進するバイオマス
発電や太陽光発電が、未来に向けての本当のクリーンなエネルギーと確信。つぶやき

7676 876876

※予算額計は端数の整理のため各予算額の合計と一致しません。

　

平
成
23
年
度
鹿
追
町
各
会

計
予
算
及
び
第
６
期
鹿
追
町
総

合
計
画
等
審
査
特
別
委
員
会

（
葛
原
昇
委
員
長
）
で
は
、
一

般
会
計
及
び
７
特
別
会
計
と
総

合
計
画
の
審
査
を
18
日
、
22
日

の
２
日
に
わ
た
っ
て
行
い
ま
し

た
。

　

全
会
計
の
予
算
額
を
3.9
％
約

２
億
８
千
２
百
万
円
の
増
と

し
、
繰
越
明
許
費
と
合
算
し
前

年
と
同
程
度
の
町
内
経
済
の
活

性
化
に
配
慮
し
た
予
算
規
模
に

予
算
及
び
町
総
合
計
画
等

　
　
　

   

審
査
特
別
委
員
会

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
10
年
間
の
町
の

目
指
す
べ
き
方
向
性
を
あ
き
ら

か
に
し
た
第
６
期
総
合
計
画
に

つ
い
て
も
審
議
、
予
算
と
と
も

に
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し

た
。

　

請　
　
　

願

　

町
農
民
団
体
連
絡
協
議
会

（
上
嶋
誠
一
会
長
）
か
ら
請
願

の
あ
り
ま
し
た
「
畜
産
物
価
格

決
定
等
に
関
す
る
要
望
」
は
本

町
の
基
幹
産
業
の
農
業
を
守
る

観
点
か
ら
採
択
し
、
関
係
機
関

に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

骨格予算は、首長や議会の議員の改選を目前に控えて、1年間の行政活動を全
てにわたって予算計上することが困難、適当でないと判断された場合、新規の
施策等を見送り、政策予算を抑え義務的経費を中心に編成された予算です。

国から配分されるお金

町民税や固定資産

税によるお金

特定の事業に対し
国から配分されるお金

町の借入金



　

一
区
画
１
４
０
坪
か
ら

１
８
０
坪
で
22
区
画
の
販
売
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
、
ヒ

ブ
ワ
ク
チ
ン
お
よ
び
小
児
用
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用

を
全
額
助
成
し
ま
す
。

１
０
５
０
万
円

６
６
７
４
万
円

　

工
事
の
２
年
目
と
な
る
平
成
23
年
度

は
、
診
療
室
・
救
急
処
置
室
等
診
療
棟

の
増
築
工
事
と
透
析
・
リ
ハ
ビ
リ
室
等

北
側
１
階
の
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

国
保
病
院
増
改
築
事
業

２
億
４
９
０
４
万
円

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
を
は

じ
め
と
し
て
、
育
児
不
安
や
孤
立
感

の
解
消
に
つ
と
め
、
こ
ど
も
を
生
み

育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
行
い
ま

す
。 子

育
て
支
援

１
３
５
７
万
円

　

全
国
を
対
象
に
「
鹿
追
町
」

を
テ
ー
マ
と
す
る
写
真
を
募
集

し
た
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
、

鹿
追
町
へ
来
る
動
機
付
け
を
う

な
が
し
、
全
国
的
知
名
度
の
ア
ッ

プ
に
つ
な
げ
ま
す
。

少
人
数
学
級
の
実
現

２
０
０
万
円

　

町
単
独
で
教
諭
免
許
を
有
す

る
者
を
採
用
し
、
鹿
追
小
学
校

と
鹿
追
中
学
校
に
そ
れ
ぞ
れ
配

置
し
、
児
童
、
生
徒
個
々
に
応

じ
た
き
め
細
や
か
な
指
導
体
制

を
実
施
し
ま
す
。

１
１
１
８
万
円　

役
場
庁
舎
ロ
ビ
ー
を
サ
ロ
ン

化
改
修
し
、
小
会
議
や
打
ち
合

せ
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

役
場
庁
舎
ロ
ビ
ー
改
修

４
０
０
万
円

い
ず
み
の
団
地
第
４
次
分
譲

鹿
追
町
魅
力
発
見
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

■４年に１度の皆さんからの洗礼を受ける時期が来ました。あらためて気の
引きしまる思いです。つぶやき

30
人
学
級

　
　

教
員
の
加
配
に
期
待
！

　

カ
ナ
ダ
学
や
地
球
学
な
ど
、
町

の
特
性
を
生
か
し
た
小
中
高
一
貫

教
育
を
は
じ
め
、
子
ど
も
た
ち
一

人
一
人
に
行
き
届
い
た
指
導
の
取

り
組
み
に
期
待
す
る
と
と
も
に
感

謝
し
ま
す
。

緑町 1緑町 1

菅原裕也さん菅原裕也さん

　

地
域
に
病
院
は
絶
対
必
要
で
す
。

私
は
ま
だ
健
康
で
病
院
に
行
く
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
近
く
に
病

院
が
あ
る
と
い
う
だ
け
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
ま
す
。
新
し
い
病
院
が

待
ち
望
ま
れ
ま
す
。

栄町 1栄町 1

加藤千春さん加藤千春さん

待
ち
望
ま
れ
る
病
院
の
改
築

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
等
全
額
助
成

　

旧
泉
町
自
衛
隊
官
舎
８
戸
の
改

修
、
緑
町
中
央
団
地
８
戸
の
新
築

を
実
施
し
ま
す
。

　
（
旧
泉
町
自
衛
隊
官
舎
は
、
急
遽

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
の
受
け

入
れ
住
宅
と
し
て
用
意
さ
れ
ま
し

た
）

公
営
・
町
営
住
宅
の
充
実

３
４
５
０
万
円

いずみの団地第３次分譲地

旧泉町自衛隊官舎

鹿追中学校

瓜幕保育所のこどもたち

シマリス

ナキウサギ

完成した病棟

現在の役場ロビー



７
人
７
人
の

議
員
が

町
政
を
問
う
。
飯沼新吾議員

口蹄疫等防疫対策の強化を

一般質問一般質問
QA
口
蹄
疫
等
防
疫
対
策
の
強
化
を

全
町
的
に
対
策
強
化
を
は
か
り
ま
す

瓜
幕
地
域
の
住
宅
確
保
と
学
童
保
育
の
実
施
を

住
宅
確
保
は
必
要
、
学
童
保
育
も
検
討
し
ま
す

（
答
弁
）
吉
田
町
長

　

町
民
の
方
々
や
業
者
関
係
の

方
に
徹
底
し
ま
す
。

（
質
問
）

　

近
年
家
畜
の
口
蹄
疫
、
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
B
Ｓ
Ｅ
、
ジ
ャ

ガ
イ
モ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
な

ど
病
害
虫
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
発
生
す
る
と
本

町
農
業
に
と
っ
て
壊
滅
的
な
ダ

メ
ー
ジ
と
な
る
こ
と
は
ご
承
知

の
と
お
り
で
す
。

　

完
璧
に
防
ぐ
具
体
的
な
防
疫

対
策
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
考
え

（
質
問
）

　

農
家
戸
数
の
減
少
に
あ
わ
せ

て
、
酪
農
家
の
規
模
が
拡
大
し
、

労
働
力
確
保
が
最
も
重
要
な
課

題
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
瓜
幕

地
区
だ
け
で
も
30
人
以
上
の

方
々
が
就
労
し
瓜
幕
の
活
性
化

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
酪
農
家
個
人
の
従

業
員
住
宅
だ
け
で
は
足
り
ま
せ

ん
。

　

地
域
の
人
口
維
持
の
た
め
に

も
地
域
力
を
生
か
し
た
活
性
化

対
策
が
重
要
と
考
え
、
次
の
２

項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

①
農
家
従
業
員
や
留
学
生
、
移

住
者
の
住
宅
の
確
保
。

②
瓜
幕
地
区
で
の
学
童
保
育
の

実
施
計
画
は
。

（
答
弁
）
吉
田
町
長

　

①
に
つ
い
て
は
、
瓜
幕
地
域

に
お
け
る
住
宅
対
策
は
必
要
と

認
識
し
て
い
ま
す
の
で
、
町
と

し
て
は
民
間
主
体
で
の
住
宅
確

保
と
併
せ
て
公
営
住
宅
の
整
備

も
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
従
業
員
確
保
と
い
う

視
点
か
ら
の
住
宅
施
策
と
、
更

に
別
な
従
業
員
確
保
対
策
も
必

要
と
考
え
、
検
討
を
し
て
い
ま

す
。

飯沼新吾議員台蔵征一議員

瓜幕市街分譲住宅

ら
れ
る
防
疫
対
策
を
い
か
に
効

果
的
に
行
う
か
が
重
要
な
課
題

で
す
。

　

町
と
し
て
次
の
項
目
に
つ
い

て
農
業
者
は
も
ち
ろ
ん
、
関
係

機
関
と
連
携
を
は
か
り
、
な
お

一
層
の
対
策
を
は
か
る
べ
き
で

す
。

１
、
全
町
民
及
び
全
町
内
出
入

り
業
者
に
啓
発
と
協
力
を
求
め

意
識
の
高
揚
を
は
か
る
こ
と
。

山岸宏議員

行
政
区
活
動
に
町
職
員
の
支
援
を

要
請
が
あ
れ
ば
必
要
に
応
じ
て
協
力

（
質
問
）

　

地
域
住
民
の
共
同
組
織
で
あ

る
行
政
区
は
、
住
民
相
互
の
協

力
に
よ
り
、
幅
広
い
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
特
に
葬

儀
に
つ
い
て
は
、
お
手
伝
い
す

る
方
々
が
高
齢
者
と
な
り
、
そ

の
執
行
に
困
難
を
き
た
す
と
こ

ろ
が
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
ま

す
。

　

そ
こ
で
私
は
、
葬
儀
に
際
し

て
行
政
区
か
ら
要
請
が
あ
っ
た

場
合
の
対
応
と
し
て
、
町
職
員

の
支
援
体
制
を
検
討
す
べ
き
と

考
え
ま
す
。

　

行
政
区
の
運
営
は
自
主
的
に

行
う
の
が
原
則
で
あ
る
こ
と

は
、
十
分
承
知
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
益
々
高
齢
化
が
進
み
、
町

と
し
て
の
支
援
は
不
可
欠
と
思

い
ま
す
が
、
町
長
の
所
見
を
尋

ね
ま
す
。

（
答
弁
）
吉
田
町
長

　

こ
れ
ま
で
も
、
同
じ
地
域
や

行
政
区
で
葬
儀
が
重
な
っ
た

り
、
ま
た
相
談
が
あ
っ
た
場
合

に
は
職
員
が
協
力
し
て
お
り
、

今
後
も
地
域
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
等

を
通
し
て
町
に
相
談
が
あ
れ
ば

支
援
が
出
来
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。　

　

葬
儀
に
つ
い
て
は
、
地
域
の

方
が
こ
ぞ
っ
て
協
力
を
す
る
と

い
う
、
日
本
に
お
け
る
素
晴
ら

し
い
文
化
と
考
え
て
お
り
、
そ

う
し
た
意
識
が
薄
れ
な
い
よ
う

に
と
の
期
待
も
持
ち
な
が
ら
、

で
き
る
だ
け
の
協
力
は
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■震災復興のためにも私たちが毎日できること、「風評に惑わされずに必要
なものだけ買い求めましょう」つぶやき

QA

QA

山岸宏議員
行政区活動に町職員の支援を

埴渕賢治議員
文化施設の一角成すアートギャラリーの建設

狩野正雄議員

本町の今後の行政施策は何が大事か
川染洋議員

農芸公園ハウス施設の活用方法は

上嶋和志議員
農地集積円滑化団体の設置は

台蔵征一議員
瓜幕地域の住宅対策と活性化を

（
質
問
）

２
、
伝
播
防
止
の
た
め
の
看
板

等
の
設
置
は
。

（
答
弁
）
吉
田
町
長

　

町
農
協
、
酪
農
振
興
会
と
協

力
し
農
家
の
入
り
口
等
に
看
板

を
設
置
し
、
来
訪
者
に
喚
起
を

う
な
が
し
ま
す
。

（
質
問
）

３
、
農
村
の
環
境
整
備
の
推
進

に
つ
い
て
。

（
答
弁
）
吉
田
町
長

　

町
民
の
方
々
や
業
者
関
係
の

方
に
徹
底
を
し
ま
す
。

（
質
問
）

４
、
農
業
者
の
生
産
と
生
活
を

出
来
る
だ
け
区
別
し
分
離
す
る

こ
と
の
啓
発
が
必
要
で
は
。

（
質
問
）

５
、
農
業
用
運
搬
車
両
消
毒
施

設
の
設
置
は
。

（
答
弁
）
吉
田
町
長

　

生
産
現
場
と
生
活
を
し
っ
か

り
分
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
伝
播

等
の
防
止
に
な
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
の
で
啓
発
に
つ
と
め
ま

す
。

（
答
弁
）
吉
田
町
長

　

関
係
機
関
の
協
力
と
連
携
に

よ
り
、
車
両
消
毒
施
設
の
徹
底

を
は
か
り
た
い
と
考
え
て
検
討

し
て
い
ま
す
。

瓜幕保育所

笹川地区のこども神輿

　

②
の
瓜
幕
の
学
童
保
育
の
実

施
に
つ
い
て
は
、
人
数
の
多
少

に
か
か
わ
ら
ず
保
育
環
境
の
支

援
は
必
要
と
考
え
、
既
存
の
保

育
所
を
利
用
し
保
育
が
可
能
か

ど
う
か
、
職
員
体
制
も
含
め
検

討
し
ま
す
。

町営牧場

牛舎前に設置された啓発看板

町内会による
葬儀の手伝い



一般質問一般質問

鹿
追
町
に
と
っ
て
大
事
な
施
策
と
は

個
々
に
充
分
な
協
議
を
行
い
た
い

（
質
問
）

１
、
高
齢
者
や
運
転
免
許
の
な

い
住
民
の
足
の
確
保
が
必
要
。

（
答
弁
）
吉
田
町
長

２
、
役
場
の
ご
用
聞
き
で
は
な

い
、
自
分
た
ち
が
考
え
て
地
域

づ
く
り
を
す
る
組
織
作
り
が
必

要
だ
と
考
え
て
い
る
。

川染洋議員

農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度

　

米
、
麦
、
大
豆
、
テ
ン
サ
イ
、
で

ん
粉
原
料
用
バ
レ
イ
シ
ョ
、
ソ
バ
、

ナ
タ
ネ
が
対
象
作
物
と
な
り
ま
す
。

　

品
目
ご
と
に
生
産
数
量
目
標
に

従
っ
て
、
生
産
す
る
販
売
農
家
と
集

落
営
農
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。

（
質
問
）

２
、
協
働
の
町
づ
く
り
に
は
行

政
区
の
見
直
し
が
必
要
で
は
。

上嶋和志議員

農
地
集
積
円
滑
化
団
体
の
設
置
は

農
業
委
員
会
と
の
連
携
に
よ
り
設
置
を

（
質
問
）

　

畑
作
農
業
戸
別
所
得
補
償
制

度
に
と
も
な
っ
て
、
農
地
を
借

り
受
け
た
農
業
者
を
対
象
に
、

10
ア
ー
ル
当
た
り
２
万
円
の
規

模
拡
大
加
算
措
置
が
２
０
１
１

年
度
よ
り
実
施
さ
れ
ま
す
が
、

（
答
弁
）
吉
田
町
長

　

本
町
の
賃
貸
借
面
積
は
約

５
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
り
、
約
１
，

０
０
０
万
円
の
交
付
金
が
受
け

ら
れ
ま
す
。
３
月
中
を
め
ど
に

関
係
団
体
と
協
議
を
し
な
が
ら

設
置
を
実
施
す
る
予
定
で
進
め

て
い
ま
す
。

■バイオガスを利用した野菜の栽培。２月下旬に種まきをしたキャベツ、白菜
が青々と成長。学校給食で子どもたちに楽しく食べてもらいたいなあ。つぶやき

QA

QA

文
化
施
設
「
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
の
建
設

総
合
計
画
に
盛
り
込
む
も
、
慎
重
な
検
討
が
必
要

（
質
問
）

　

本
町
で
は
生
涯
学
習
の
活
動

が
盛
ん
で
す
が
、
文
化
活
動
の

成
果
を
常
設
し
て
展
示
で
き
る

環
境
は
少
な
く
、
ま
た
道
内
外

か
ら
の
作
品
に
対
し
て
も
時
間

と
場
所
に
制
約
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
解
消
策
と
し
て
、
町
の

基
本
構
想
の
実
施
計
画
に
も
あ

り
ま
す
「
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

の
建
設
に
関
係
町
民
は
大
き
な

期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　

神
田
日
勝
記
念
美
術
館
に
併

設
す
る
こ
と
で
相
乗
効
果
も
生

ま
れ
有
効
と
考
え
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
検
討
、
研
究
の
結
果
も

ふ
ま
え
町
長
の
考
え
を
尋
ね
ま

す
。

に
つ
い
て
、
何
度
か
一
般
質
問

で
答
弁
し
た
経
過
が
あ
り
ま

す
。
美
術
館
の
機
能
と
し
て
企

画
展
示
室
が
あ
る
こ
と
は
ベ
ス

ト
と
は
考
え
ま
す
。
前
回
の
質

問
時
に
も
答
弁
し
ま
し
た
が
、

多
大
な
費
用
を
か
け
て
充
分
な

機
能
を
備
え
た
施
設
を
準
備
す

る
こ
と
は
難
し
く
、
空
調
設
備

を
備
え
な
い
程
度
の
施
設
で
あ

れ
ば
増
設
も
可
能
で
す
。

　

神
田
日
勝
記
念
美
術
館
の
来

館
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
リ
ピ
ー

タ
ー
を
増
や
す
方
策
を
考
え
、

そ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
企
画

埴渕賢治議員

狩野正雄議員

農
芸
公
園
大
型
鉄
骨
ハ
ウ
ス
施
設
の
活
用
策
は

育
苗
施
設
で
継
続
利
用

（
質
問
）

①
ハ
ウ
ス
を
利
用
し
て
花
苗
、

野
菜
づ
く
り
で
高
齢
者
の
経
験

や
技
術
を
活
用
し
て
は
。

②
大
型
の
ハ
ウ
ス
を
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
コ
ー
ト
な
ど
健
康
増
進

の
施
設
と
し
て
開
放
す
る
考
え

は
。

QA

QA

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
東
棟
に

つ
き
ま
し
て
は
中
仕
切
り
や
２

段
階
の
温
度
調
節
も
可
能
で
あ

り
、
花
係
や
も
み
じ
工
房
の
育

苗
施
設
と
し
て
効
率
化
を
は
か

り
な
が
ら
継
続
利
用
し
ま
す
。

　

介
護
予
防
セ
ン
タ
ー
の
室
内

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
は
葬
儀
等
で

利
用
が
重
な
る
不
便
さ
も
あ
り

ま
す
。
ミ
ラ
ー
ハ
ウ
ス
の
西
棟

は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
と
し
て
の

利
用
も
可
能
で
す
が
、
本
来
の

目
的
で
あ
る
農
業
用
ハ
ウ
ス
と

し
て
利
用
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

農
芸
公
園
整
備
も
実
施
し
て

い
る
の
で
、
一
体
的
に
機
能
さ

せ
、
花
を
見
せ
る
た
め
の
施
設
、

農
業
の
試
験
栽
培
施
設
と
し
て

有
効
利
用
を
は
か
り
た
い
。

（
質
問
）

　

高
齢
者
の
中
に
は
、
運
転
が

で
き
な
い
、
運
転
が
不
安
と
い

う
交
通
弱
者
が
増
え
て
い
ま

す
。

　

オ
ン
デ
マ
ン
ド
方
式
（
需
要

に
応
じ
て
）
で
、
高
齢
者
な
ど

が
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用
す
る

こ
と
は
可
能
で
す
か
。

（
答
弁
）
吉
田
町
長

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
利
用
は
可

能
で
す
。　

　

デ
マ
ン
ド
方
式
は
必
要
と
考

え
ま
す
が
、
街
の
中
も
農
村
部

も
き
め
細
か
く
ま
わ
る
方
法
を

考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

沖
縄
の
「
ゆ
い
ま
ー
る
」
と

い
う
助
け
合
い
の
思
想
を
、
こ

の
町
で
も
構
築
す
る
方
法
が
な

い
か
研
究
し
た
い
。

展
等
は
可
能
な
限
り
美
術
館
内

で
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結

果
、
常
設
展
示
と
企
画
展
示
が

同
時
に
同
所
で
開
催
さ
れ
来
館

者
に
好
評
を
は
く
し
て
い
ま

す
。

　

議
員
ご
提
案
の
ア
ー
ト
ギ
ャ

（
質
問
）

　

農
地
集
積
円
滑
化
団
体
と
農

業
委
員
会
の
す
み
分
け
は
。　

（
答
弁
）
吉
田
町
長

　

本
町
の
農
地
仲
介
に
つ
い
て

は
、
農
業
委
員
会
の
役
割
は
大

き
く
、
農
業
委
員
会
と
の
連
携

に
よ
り
推
進
し
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

（
答
弁
）
吉
田
町
長

１
、
高
齢
社
会
に
あ
っ
て
足
の

確
保
は
重
要
、
患
者
輸
送
バ
ス
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
民
間
と
協
議

を
重
ね
実
施
を
し
た
い
。

（
質
問
）

３
、
町
が
進
め
よ
う
と
し
て
い

る
計
画
を
具
体
的
に
住
民
に
知

ら
せ
て
は
ど
う
か
。

（
質
問
）

９
、
人
口
減
少
の
お
り
鹿
追
町

の
出
生
率
の
向
上
を
促
す
に
は
。

（
質
問
）

８
、
障
害
児
童
の
安
心
と
安
全

の
た
め
の
施
策
は
。

（
質
問
）

７
、
学
童
保
育
の
更
な
る
活
動

を
推
進
す
べ
き
で
は
。

（
質
問
）

６
、
町
づ
く
り
の
原
点
は
消
費

者
の
増
加
が
必
要
。

（
質
問
）

５
、
基
幹
産
業
の
農
業
を
成
長

産
業
と
す
る
た
め
に
本
町
在
住

の
人
材
の
協
力
に
よ
る
未
来
農

経
塾
の
創
設
が
有
効
で
は
。

（
質
問
）

４
、
学
校
図
書
室
に
専
門
の
司

書
教
諭
の
配
置
を
。

（
答
弁
）
吉
田
町
長

３
、
町
民
に
浸
透
す
る
情
報
の

共
有
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

（
答
弁
）
吉
田
町
長

４
、
鹿
追
町
図
書
館
司
書
と
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
学
校
図
書

室
の
運
営
を
し
て
い
き
た
い
。

（
答
弁
）
吉
田
町
長

５
、
民
間
の
優
れ
た
人
材
の
ご

協
力
を
頂
く
こ
と
は
重
要
な
の

で
検
討
し
た
い
。

（
答
弁
）
吉
田
町
長

６
、
大
都
市
圏
の
自
治
体
と
の

友
好
、
人
的
、
経
済
交
流
の
活

発
化
を
は
か
り
た
い
。

（
答
弁
）
吉
田
町
長

８
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
ケ
ア

（
答
弁
）
吉
田
町
長

９
、
育
児
不
安
や
孤
立
感
の
解

消
に
向
け
た
相
談
体
制
な
ど
を

充
実
し
、
子
ど
も
を
産
み
育
て

安
い
環
境
作
り
を
し
ま
す
。

（
答
弁
）
吉
田
町
長

７
、十
分
現
状
を
把
握
し
、
対

応
し
て
い
き
た
い
。

神田日勝記念美術館

農芸公園大型鉄骨ハウス農地再編・換地委員会

（
答
弁
）
吉
田
町
長

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
建
設
の
可
能
性

ラ
リ
ー
の
建
設
は
、
美
術
館
の

機
能
が
充
実
強
化
さ
れ
る
と
考

え
、
第
６
期
総
合
計
画
に
整
備

の
方
向
で
盛
り
込
ん
で
い
ま
す

が
、
国
策
等
の
見
通
し
を
ふ
ま

え
慎
重
な
検
討
が
必
要
と
考
え

ま
す
。

（
答
弁
）
吉
田
町
長

　

農
芸
公
園
に
２
棟
あ
る
ミ

ラ
ー
ハ
ウ
ス
の
内
部
整
理
が
完

了
し
、
全
面
的
に
利
用
で
き
る

ホ
ー
ム
な
ど
に
よ
る
安
心
し
て

生
活
で
き
る
場
を
確
保
し
た

い
。

必
須
条
件
と
な
っ
て
い
る
「
農

地
集
積
円
滑
化
団
体
」
と
「
農

業
委
員
会
」
の
役
割
は
共
通
点

が
多
い
と
考
え
ま
す
。
農
地
集

積
円
滑
化
団
体
の
設
置
時
期
と

委
員
の
構
成
は
。



「
議
会
基
本
条
例
」
が

５
月
１
日
か
ら
本
格
施
行

さ
れ
ま
す
。

議会改革度調査（早稲田大学マニフェスト研究所実施）
の結果によると、鹿追町議会は全道で
14 位（道・市・町含む）という改革度の結果
でした。改革を実効のあるものにする
のはこれからです。更に改革に取り組
みます。

議会広報モニター議会広報モニター遠藤早智子さん遠藤早智子さん

つぶやき ■災い（わざわい）は、忘れたころに・・・、いやっ、この大震災は一生忘
れてはいけない。つぶやき

　

ひ
ら
か
れ
た
町
民
参
加
の
議
会

運
営
を
行
う
に
は
、
ま
ず
議
会
と

町
民
間
の
情
報
が
交
流
す
る
こ
と

が
必
要
。

　

そ
の
た
め
に
は
議
会
か
ら
積
極

的
に
情
報
を
発
信
す
る
事
、
そ
し

て
町
民
か
ら
の
意
見
、
情
報
を
十

分
に
聴
く
耳
を
持
つ
事
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。

議会広報モニター議会広報モニター秋田芳通さん秋田芳通さん

　

町
内
各
所
で
の
町
民
と
の
対
話

は
、
意
見
交
換
の
中
で
、
町
は
今

何
を
や
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
、

町
民
は
今
何
を
求
め
て
い
る
の
か

把
握
で
き
る
貴
重
な
場
で
す
。

　
『
住
民
参
加
型
の
開
か
れ
た
議

会
』
と
し
て
期
待
と
注
目
を
し
ま

す
。

議会広報モニター議会広報モニター坂本美智子さん坂本美智子さん

議会に寄せられた声声

ま
ち
な
か
会
議
の
開
催

「
住
民
参
加
型
の
開
か
れ
た
議
会
」
と
の
思
い
で
、
議
会
の

最
高
規
範
で
あ
る
議
会
基
本
条
例
が
制
定
さ
れ
、
５
月
１
日

か
ら
本
格
的
に
施
行
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
と
直
接
対
話
で
き

る
仕
組
み
を
決
め
ま
し
た
。　
　

　

議
会
関
係
の
諸
事
項
に
つ
い

て
報
告
会
を
行
い
ま
す
。

　

報
告
し
た
内
容
に
つ
い
て
質

疑
応
答
等
を
行
い
、
議
会
活
動

へ
の
理
解
と
周
知
を
は
か
り
ま

す
。

　

た
だ
し
、
意
見
・
要
望
等
が

あ
っ
た
場
合
は
、
回
答
が
で
き

る
も
の
、
持
ち
帰
り
検
討
と
す

る
も
の
、
行
政
へ
伝
言
す
る
も

の
等
、
適
宜
、
適
切
な
取
り
扱

い
を
は
か
り
ま
す
。

議会に寄せられた声声議会に寄せられた声声

　

議
会
で
は
、
次
の
様
々
な
直
接

対
話
の
場
を
も
う
け
皆
さ
ん
と
の

意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
意

見
、
提
言
、
要
望
な
ど
は
そ
の
内

容
を
判
断
し
て
、
町
へ
の
要
望
、

議
会
と
し
て
の
政
策
提
案
な
ど
適

切
な
対
応
を
し
ま
す
。

懇
談
会　

議
会
報
告
会

意
見
交
換
会

出
前
委
員
会

お
呼
ば
れ
懇
談
会

　

あ
ら
か
じ
め
用
意
し
た
議
題
に

つ
い
て
説
明
し
、
質
疑
応
答
等
を

行
い
ま
す
。

　

遠
慮
の
な
い
意
見
交
換
で
、
自

由
な
形
の
懇
談
を
行
い
合
意
や
理

解
を
は
か
り
ま
す
。

　

一
つ
の
テ
ー
マ
を
定
め
、
そ
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
皆
さ
ん
か
ら
の

意
見
の
聴
取
、
意
見
交
換
、
情
報

交
換
等
を
行
い
ま
す
。

　

議
会
の
各
委
員
会
に
お
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
所
管
事
務
に
関
す
る

議
題
に
つ
い
て
、
よ
り
多
く
の
町

民
の
傍
聴
を
図
り
、
各
地(

所)

へ
出
向
い
て
委
員
会
の
開
催
を
行

い
ま
す
。

　

町
民
や
グ
ル
ー
プ
、
団
体
等

か
ら
呼
び
か
け
に
応
じ
、
議
会
・

議
員
と
懇
談
会
を
行
い
、
意
見

交
換
、
提
言
、
要
望
な
ど
幅
広

い
内
容
で
懇
談
、
交
流
を
行
い

ま
す
。　
　

　

ひ
ら
か
れ
た
議
会
、
わ
か
り
や

す
い
議
会
を
目
指
し
た
「
議
会
基

本
条
例
」
も
、
住
民
の
関
心
事
と

し
て
広
く
浸
透
し
て
く
れ
な
け
れ

ば
意
味
も
な
い
こ
と
。
議
会
だ
よ

り
の
１
０
６
号
に
掲
載
の
「
四
つ

の
ポ
イ
ン
ト
」
を
見
直
し
な
が
ら

期
待
も
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

懇懇懇懇懇懇おおおおおおおおおおおおおおお

３月定例議会

町民意見交換会

町民意見交換会



■ 〝桜だ〟〝花見だ〟、全道１長い然別川の桜並木も移植して 20年（人で言えばはたち）が過
ぎ、名実共に桜の名所になりました。楽しく鑑賞し、大切に育てたいものですね。

新エネルギーの活用と施設を調査

バイオマスエネルギーの利活用と事業化・運営管理

第２の基幹産業としての観光振興

一部完成した、新しい病院

　産業厚生常任委員会は平成 19 年６月から平成 23 年２月

までの間、「バイオガス活用」・「観光振興」・「病院の運営」

をテーマとする、継続した所管事務調査を実施しました。

岩手県葛巻町町営牧場に建設された風力発電施設。

町立病院の運営管理

◇岩手県葛巻町
バイオガス利用の実証試験

◇別海町

プラントの運営管理・消化液の利用、研修棟の完成　　　◇中鹿追

観光案内ガイドの育成と活動内容
◇青森市三内丸山◇根室市厚床

温泉資源の活用状況調査
◇然別湖

　酪農業にとって家畜排泄物の適正処理は大きな課題であり、特にふん尿の散布時期には苦情も
多く寄せられていました。
　この解決策として、町ではバイオマスタウン構想を策定し、家畜排泄物を資源として活用する
集中型バイオガスプラントが建設されました。この施設は地域の環境保全や農業振興に寄与する
だけにとどまらず、新エネルギーの実証プラントとしても注目されています。
　委員会では経済産業省の再生可能エネルギー全量買い取り制度について、同省北海道局を訪れ
プラントの経済効果や将来展望の研修を実施しました。
　今後は、設備機械や収集・散布車の修繕、発電機の更新などのランニングコスト増が見込まれ
ます。費用の捻出方法や稼働方法についてが課題となります。

別海町環境推進室の登藤氏よりバイオガス充
填方法を学ぶ。

消化液は専用機械で畑に散布されます。 環境保全センター研修棟、最大 80 人の研修ができます。

　景観と温泉資源の活用で魅力的な商品開発をすすめること。さらに、豊富な農畜産物を加工調
理して提供するなど、特色ある食と観光ガイドによる地域情報の発信が重要です。

国の史跡、青森市三内丸山では観光ボランティアが大活躍。
古代の歴史ロマンをユーモアを交え案内しています。

ボランティアガイドも専門的知識を深めるため自己研修。

地域資源の活用

広大な牧草地をフットパスに活用（左端がオー
ナーの伊藤さん）

ホテル福原坂本支配人より山田温泉におい
て説明を受ける。

　増改築工事は外来患者や入院患者の診療と並行して進められています。細心の注意を払い
ながら綿密な工事計画のもとで進捗していることを報告します。

明るく快適な病院です。

つぶやき



編　集　後　記

議会広報特別委員会

委 員 長 川染 　 洋

副委員長　山岸　  宏

委　　員　安藤　幹夫

                  狩野　正雄

　　　　　飯沼　新吾　

　東日本大震災で被災された皆様に謹んでお見舞い申し上げます。

　さて、議員として４年間の議会広報づくりもこの一回が最後の一区切りと

なります。この間、町民の皆様に議会が理解されるように努力をしてきました。

議会広報コンクールでは、議会広報モニターの方々のアドバイスもあり、北

海道で入選、全国では入選を逃したものの高い評価を受けました。来期は新

たなメンバーで、町民の皆様に議会の活動をお知らせしていきますので、ど

うぞ隅から隅までお読みいただきますようお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　（広報特別委員会委員長　川染　洋）
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生
乳
生
産
量
10
万
ト
ン
突
破
！

　

北
鹿
追
保
育
所
は
昭
和
32

年
「
お
母
さ
ん
た
ち
が
安
心
し

て
農
作
業
に
従
事
で
き
る
よ
う

に
」
と
の
声
か
ら
、
地
域
の
婦

人
会
が
中
心
と
な
り
開
設
、
現

在
で
は
通
年
保
育
所
と
し
て
運

営
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

近
年
の
少
子
化
に
よ
り
54
年

間
の
歴
史
と
と
も
に
閉
所
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
４
月
か

ら
は
鹿
追
保
育
園
で
新
し
い

環
境
の
中
、
元
気
で
健
や
か

に
育
っ
て
い
っ
て
欲
し
い
で
す

ね
。

　

き
た
し
か
お
い
ほ
い
く
し
ょ
、

54
ね
ん
か
ん
な
が
い
あ
い
だ
、

お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
。

　

し
か
お
い
し
ょ
う
が
っ
こ
う

へ
い
っ
て
も
が
ん
ば
り
ま
す
。

最後の修了生　
山本芽生（めばえ）ちゃん

　

生
乳
出
荷
10
万
㌧
突
破
は
、
関
係

機
関
の
皆
様
の
ご
尽
力
に
よ
り
成
し

遂
げ
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
で
す
。

　

酪
農
の
置
か
れ
て
い
る
社
会
状
況

は
決
し
て
良
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、

お
い
し
い
牛
乳
を
提
供
し
消
費
者
の

信
頼
に
こ
た
え
て
い
く
た
め
に
も
、

振
興
会
が
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
り
ま

す
。

鹿追酪農振興会
鈴木敏勝前会長

　

鹿
追
町
の
牛
乳
の
生
産
量
が
、

永
年
の
念
願
で
し
た
年
間
（
１
月

〜
12
月
）
生
乳
出
荷
乳
量
10
万
ト

ン
を
突
破
し
ま
し
た
。

　

鹿
追
町
の
酪
農
は
１
９
１
４
年

赤
牛
３
頭
の
導
入
が
始
ま
り
で
、

96
年
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

間
、
高
位
生
産
や
規
模
拡
大
の
努

力
に
よ
り
今
回
の
偉
業
が
達
成
さ

れ
ま
し
た.

。

　

ま
た
生
産
量
だ
け
で
な
く
、
高

品
質
で
安
心
安
全
な
鹿
追
産
牛
乳

の
安
定
供
給
に
、
酪
農
家
の
み
な

さ
ん
の
日
々
の
努
力
に
頭
が
下
が

る
思
い
で
す
。

長
い
歴
史
に
ピ
リ
オ
ド

　
◇
北
鹿
追
保
育
所
閉
所
式


